
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＴＲソフトウエアによるＯＤＦ解析結果処理 
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  １．概況 

  ２．処理可能なＯＤＦ解析ソフトウエアデータ 

  ３．Ｅｘｐｏｒｔデータ 

  ４．表示変更１ 

  ５．表示変更２ 

  ６．ピークサーチ 

  ７．Ｆｉｂｅｒ（Cubic）解析 

  ８．ODF方位解析 

  ９．ステップ間隔変更 

  １０．ｒａｎｄｏｍ％解析 

  １１．解析例 

   １１．１ Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

   １１．２ ピークサーチ 

   １１．３ ＢＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

   １１．４ ＦＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

   １１．５ ＯＤＦ解析 

   １１．６ ｒａｎｄｏｍ％解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概況 

 ＸＲＤ，ＥＢＳＤ測定データからＯＤＦ解析が行われているが、解析されたＯＤＦデータから 

   解析する手段の提供は少ない。 

   ＣＴＲソフトウエアでは、各種ＯＤＦ解析ソフトウエアからＥｘｐｏｒｔされるＯＤＦファイルから 

   各種解析を行う手段を提供しています。 

   本資料では、処理可能なＯＤＦ解析ソフトウエアと解析方法を説明します。 

 

２．処理可能なＯＤＦ解析ソフトウエアデータ 

  

 

SmartLab 



３．Ｅｘｐｏｒｔデータ 

 平滑化、あるいはＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｉｂｉｃデータなどのＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 

４．表示変更１ 

 特定の断面の描画や対称性の変更 

  

 

５．表示変更２ 

 平滑化や、グリッド表示、画面サイズの変更 

 

 

 

表示断面の変更 

３面、全面、断面角度表示 

結晶系の変更 

Euler角度<->指数計算表示 

Triclinic->Orthorhombic対称性切り替え 

平滑化時,randomlevelへの影響を軽減 

平滑化 

Euler角度一致度判断計算パラメータ 



６．ピークサーチ 

  

 

７．Ｆｉｂｅｒ（Cubic）解析 

  

 

 

 

 

 

８．ODF方位解析 

  

  

 

 

 

 

 

最小密度 

Euler角度から計算する最大指数 

 

 

Cube、Bras,Goss,Copper,S など 

対称性評価 

 



９．ステップ間隔変更 

 データステップ間隔の変更（例 １．０－＞２．０など） 

  

 

１０．ｒａｎｄｏｍ％解析 

 ｒａｎｄｏｍの VolumeFractionを計算する 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．解析例 

 Ｌ＋ａｂｏＴｅｘのＥｘｐｏｒｔデータを扱う 

  

１１．１ Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

  ODF図上をマウスを移動し、マウスクリック＋、 

  Euler角度から方位指数（整数）を計算した位置〇で示す 

 

 

 



 １１．２ ピークサーチ 

  

 サーチ結果を赤丸で示す 

 対称性を考慮した結果 

   

 

 

 ＭＩＮＩＯＤＦ＝０．０１はｒａｎｄｏｍ成分が含まれている可能がある。 

 

 

 

 

 

 

 １１．３ ＢＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 



  

   

 

 

 

 １１．４ ＦＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 



  

 

  

 

 



 １１．５ ＯＤＦ解析 

  

   

   

 

  ｒａｎｄｏｍが９％程度含まれている可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １１．６ ｒａｎｄｏｍ％解析 

  

  

   

 ｒａｎｄｏｍが９％程度含まれている。 

 ＬａｂｏＴｅｘにてＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算時、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄは９％以上として 

 計算を行う。 

 

 

  


